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＜審査結果の要旨＞  

 

１．主論文について 

１）研究の概要 

東日本大震災における東京電力福島第一原子力発電所の事故発生時の経験から、今後同じ問題

を繰り返さないための方法を明らかにしたもの。具体的には類似の事故発生時、原子力発電所

近くにある医療機関の人々を放射線プルームによる被曝をできるだけ避けて避難させる方法を

示している。独自に実施した７つの医療機関へのアンケートやその他の膨大な本事故の資料を

用いて、放射性プルームの移動経路の推定を行い、実際の避難経路に問題があったことを示し

た。その結果から、放射性物質の空中への排出状況と風向、風速をモニターすることにより、

放射性プルームの位置を推定し、避難する人達にどの経路で避難すべきか、室内で退避すべき

かなどの指示を避難する人達に伝えることと、これが複合災害時でもできるような備えが重要

であることを明らかにしている。 

２）研究方法 

本学の倫理審査の承認を受けたうえで実施された。（14-Ig-10 と 14-Ig-87）  

膨大な資料から、関連する部分を引用して、結論を適切に導いている。 

３）知見の新規性と価値 

原子力発電所の事故発生時にまず行うべき大気中に放出された放射線物質からの防護が、避難

すべき場所にある医療機関において、実際の事故発生時に適切に行われていたかについて、放

射性プルームの動きの推定と、本事故での医療機関の避難の状況から、問題があることを明ら

かにし、今後の対応策について示したことは説得力のある知見と評価できる。 

２．審査経過 

審査会は２回開催した。そこで論文の構成や目的、結論の導き方が不適切であるなどが指摘さ

れ、２回論文の修正を求めた。期日までに修正された論文が提出され、その修正論文を元に審

査員で最終の審査を行い、ほぼ適切に修正が行われていることを確認した。 

３．口頭試問 

   口頭試問においては適切に応答した。 

４．合否 

以上の結果から、審査会の審査員全員は総合的に見て本論文が著者に博士（医療福祉経営学）

の学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。 
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